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1. 本 誌 は､物 性物理 の研 究 を共同 で促進 す るため､研究者 が その研

究意見 を自由 に発 表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を逮

や か に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます｡

掲載 内容 は､研究論文 ､研 究会 ･国際会議 をどの報告 ､静養 ノー ト､

研究 に関連 した諸 問題 につ いての意見 ､ プ レプ リン ト案 内, ニ ュー

ス な どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 をい ませ

ん｡但 し,編集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と認 め た も

の につ いて は,改 善丁を求 め､ また は掲 載 を拒絶 す ることがあ ります0

3. 本 誌 の掲 載論文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る ときは､著者 の承諾 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑と誌 のペ-ジ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい0

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コピー)捷 出 して下 さい｡

3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミスプ リン トが生 じをい よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ギ リシャ文字 ､ O と aと 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ Cと e､ I(エ ル)と 1くイチ )､ Xと×(カケ ル)､ uとV等 を

赤で指 定 して下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 きく書 いて下 さい0

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず改行 の際

の切 れ 目を赤 で指定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡ 図の縮一尺 ､

拡 大 は致 しませ んo l頁(13×19CⅡf)以 内 に人 らをい図､ その ま ま印

刷 で きをい図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きますo

図､表 の説 明 は別紙 に書 き､本文 中 に挿 入位 置 を赤 で･明示 して下 さ

い ｡

7. 投稿 後 の原稿 の芸汀正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい0

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所要部数 を50部 単 位で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます ｡

(郵券 に よ る受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来上 り票数

Ⅹ :別刷所要部数

a :別刷 1頁の代 金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30門

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送 料

別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さいO そ

れ よ り遅 れた場 合 には遅 滞追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御 注意下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎月10日で原則 と して次 月発行譜 に掲載 され ますO



ニュ - ス

ニュース

[東京大学理学部]

0人のうごき

8月 31日 鈴木増雄助教授 統計力学国際会議より帰国 (カナダ アルバ一夕大学 )

[東京大学物性研]

o談話会

8月 12日

"StructualandDynamicalPropertiesofGraphitelntercalationCompounds"

ProfS.A.Solin(MichiganstateUniv.)

8月21日

"HydrogenatedSilicon･･AKeytoRecombinationProcessesin Crystauine

Sillicon" proH .Solomon(EcolePolytechnique)

8月 28日

"InsulatingvsSuperconductivityStatesinQuasildSystems"

ProfD.J6rome(Univ.Paris)

[大阪大学基礎工学部]

o基礎工固体物理セミナー

9月 8日(月 ) F.Koch(Physik-DepartmentderTechnischenUniversitatMdnchen)

｢subbandSpectroscopy｣
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プレプリント案内

プレプリン ト案内

9-1 DanielKastler

AlgebraicStatisticalMechanicsofClosedSystems.

AchievementsandProspects

9-2 V.Rivasseau

Lieb'ScorrelationInequalityforPlaneRotors

9-3 L.PalermoandX.A.daSilva

lnducedMagnetismviaConductionElectronExchange:

ApplicationtoPrA12
9-4 EvaldoM･F･Curado,ConstantinoTsallis)SilvioV･F･Levy

andMarioJ.deOliveira

9-5

9-6

9-7

ExtrapolatedRenormalizationGroupCalculation

oftheSurfaceTensioninSquare-LatticeIsingModel

AglaさC.N.deMagalhaes,ConstantinoTsallisand

GeorgesSchwaccheim

RenormalizationGroupTreatmentofBondPercolation

inAnisotropICand''Inhomogeneous..PlanarLattices

L.PalermoandX.A.daSilva

MagneticBehaviorofVanVleckIonsandanElectronGas

InteractingbyExchange

RafaelBenguria,HaimBrezisandElliottH.Lieb

TheThomas-FermivonMeiszackerTheoryofAtomsand

Molecules

9-8 ElliotH.LiebandStephenOxford

AnImprovedLowerBoundontheIndirectCoulombEnergy

9-9 P.Iglesias

Essaide''ThermodynamlqueRationnelleLldesMilieux

Continus

9-10 VoHongAnh

TheoryofParametricExcitationofSurfaceWavesby

LaserRadiationinNarrow-GapSemiconductors
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プレプリン ト案内

glll V.L.Aksenov,J.Schreiber

lsolatedandIsothermalSusceptibilitiesofaPseudospln-

PhononSystem

9-12 V.B.Priezzhev

DimerStatisticsonCubicLattice. l.TheExactlySolvable

Mode1

9-13 AndrzejPekalski

CriticalTemperatureforIsingSystemswithRegularly

ArrangedImpurities

9-14 M.V.Vavrukh,V.B.Solovyan

Many-ParticleElectronCorrelationsandHydrogen

AdmixturesinMetal

9-15 A.L.Rebenko

TheDistributionFunctionsofaDoubl-eElectricLayer

ofaConcentratedElectrolytenearaChargedMembrane

9-16 M.V.Vavrukh,T.E.Krokhmalsky

MultiparticleElectronCorrelationsandEffective

lonInteractionsinMetals

9-17 I.R.Yukhnovsky,Yu.V.Kozitsky,R.R.Levitsky,
Ⅰ.V.Kutny

TheCollectiveVariableMethodforQuantumSpinSystems

withtheEssentialIsingPart

9-18 D.Ya.Petrina,V.Ⅰ.Gerasimenko,P.V.Malyshev,
A.I.Pilyavsky

lonDiffusionandPercolationofLiquidsthrough

MembranesastheBoundaryValueProblemintheDomains

withFineStructure

9-19 M.V.Vavrukh

MultiparticleCorrelationFunctionsofElectronGas

gl20 A.I.Pilyavsky

OnEvolutionofModelSystemoftheBCS-Bogoliubov

TypeinaThermodynamicLimit
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プレプ リン ト案内

9-21 Ⅰ･A･Vakarchuk!Ⅰ･V･Skorobogatko

OntheGroundStateTheoryoftheQuantumLiquid
Solutions

9-22 V･L･Aksenov}V･Yu･Yushankhay

QuantumDiffusionofU+-MesoninaCrystal

9-23 N.S. Tonchev,D.Ⅰ.Uzunov

Renormalization-GroupTreatmentofSystemswithSuper-

conductingandOtherOrderlnginMagneticField

9-24 M.T.Primatarowa,I.S.Stoyanova

lnterfaceStatesinDeformedHeterojunctionsBetween

DiatomicSemiconductors

9-25 Yu.S.Anisimovetal.

ATwo-CoordinateHigh-ResolutionProportionalChamber

UsedforRoentgenDiffractometryofCrystals

9-26 E.A.Kochetov

PolaronScatterlngbyExternalField

9-27 N.N.Bogolubov,N.N.Bogolubov,Jr.

IntroductiontoQuantumStatisticalMechanics.PartI

9-28 N.N.Bogolubov,N.N.Bogolubov,Jr.

IntroductiontoQuantumStatisticalMechanics.PartII

TheSecondQuantizedRepresentationandModelSystems

intheQuantumStatisticalPhysics

9-29 H.Sompolinsky

StaggeredMagnetizationApproachtoSpinGlasses

9-30 RyogoKubo

AStochasticTheoryofSpinRelaxation

9-3l HadasaH.IacobsonandDanielJ.Amit

FirstOrderTransitionsInducedbyFluctuations

inGeneral4)～-Theories

9-32 AmnonAharonyandMichaelE･Fisher

UniversalityinAnalyticCorrections-toIScaling

forPlanarIsingModels
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プレプ リン ト案内

9133 FranzJ.uegner

RelationsbetweenNonlinearo-ModelsofVariousSymmetries

9-34 J.SteinandU.Kery

NunlericalStudiesontheAndersonLocalisationProblem

9-35 J.SteinandU.Krey

OntheSize-DependenceoftheElectricalConductivity

forStronglyDisorderedTwoIDimensionalSystems

9136 M.J.Uren,R.A.DaviesandM.Pepper

TheObservationofInteractionandLocalizationEffects

inaTwoDimensionalElectronGasatLowTenlPeratureS

9-37 ShinobuHikami

Renoy'malizationGroupFunctionsofOrthogonaland

SymplecticNon-linearGModels

9-38 S.Hikami

Three-loopβ-functionsofNon-linearGModels

onSymmetricSpaces

9-39 ShinjiKawaji,MasayukiNamikiandNaoyaHoshi

AndersonLocalizationinSiliconMOSInversionLayers

atLowDensities

9-40 A.J.McKaneandM.Stone

LocalizationasanAlternativetoGoldstonelsTheorem

9-41 F.David

CancellationsofLR.DivergenciesinTwo-Dimensional

ChiralModels

9-42 Jun-IchiroTadaandSatoshiTakada

RenormalizationGroupApproachtotheHardMode

lnstability

今回から基研に来ているプレプリント題 目を載せることにしました｡この欄に掲載

希望の方は題名と著者名がある表紙一枚のコピーでも結構ですから,基研長岡洋介宛

お送 り下さい｡内容は実験 ･理論を問いません｡
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編 集 後 記

編 集 後 記

最近,石油間額などを中心にして資源問題が非常な関心を呼び,一種のブームにもなってい

る｡我々,物性物理の実験を行なっている者にとって,実験室でささやかに使用する程度のも

ので大規模に資源を浪費 しているようなものはないような気がするでしょう｡ところが,先日

(9月初旬 ),京大の平井章氏が ｢関西応物セミナー,低温とその応用｣ という題で話をされ

ましたが,これを聞いておどろくと共に,案外資源 というものは少ないものであることを実感

した次第である｡同氏はアメリカの- リウム問題公聴会資料等をもとに報告 しておられた｡そ

の要約を御紹介 しますが,秋の夜長,我々の次ぎの世代の物理にも思いを馳せていただきたい｡

現在,製造コス トの点で-リウム濃度 0.370の天然ガス田より- リウムを製造 しているが,将

来 0.170までのガス田を利用するとして地球全体で 1.5×1010 Nm3 の- リウム埋蔵量があ

ると推定されている｡ 埋蔵量のうち半分はアメリカであり,他の半分はソ連である｡アメリカ

は現在年間消費量2×108 Nm3 であるので,今後急激な利用の増大がなければ, 2020年

までは十分に- リウムを供給出来る｡公聴会の報告書によると ｢- リウムは21世紀の重要な

戦略物資となるであろう｣ と予想 し結んでいる｡

あと40年で- リウム資源が枯渇するということであるが,まだ40年 もあるので我々の世代

ではなんら問題はない｡地球が45億年かかって貯蔵 して来たものを人類は100年で消費 して

しまうとは,人間もすごいものである｡この消費の責任の 3070ぐらいは低温関係者の責任で

ある｡ちなみに日本の年間-リウム消費量は 1×106 Nm3である｡この- リウム問題は,低

温物理,工学にとって- リウムは代替品がないという点で他の資源問頓と異なった特徴をもつ0

(T.M.)
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講読規定

個 人購統

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い きす｡ したが って ､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分会 費 を御支払 い下 さい｡

なお新 規 講読 お申込 みの場 合 は下記 の会 費以 外 に入会金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1stvolume 2.340円

2ndvolume 2,340円

計 4.680円

(1年分 ま とめて お支払 いが困難 の向 きは lvolume 分ずつ

で も結構 です )

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振替 用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい｡

(振替月苧金 口座 京 都 5312)

をお通信欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さい｡

雑誌 購読 者以外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必ず購読者

本人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 を理 由 な く2

Vols.以上の譜代 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る ことになっ

て い ます ので御留意下 さい｡

4. 一括送本 を受 け る場 合 :個人購読 中 に大学等 で一括配 布 を受 ける

様 になった場 合 は､必ず ｢個 人購読 中止 ､一括 配 布希望 ｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

5. 送本先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等送 本 先 が変 った場 合 は､

必ず■送 本 先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等横 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 で の購読及 び個 人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 730円､ lVol.4,380円､年

間 8,760円 で す｡ この場 合 ､入 会金 は不用です ｡学校 ､研 究所 の会

費の支 払 い は後 払 いで も結構 です｡ しか し購読 申込 み を され る時 に

支払 い に必要 な請 求 ､見積 ､納 品書各何通 必要 をの かをお知 らせ下

さい｡

をお､当会 の請 求書 類 で は支 払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研究機 関 の請求 書 類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 の連 絡 :発行途上 にあ る volumeの購読途 中中止

は認 め られ ませ ん｡購読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購 読 中止届｣ を送付 して下 さい｡

雑 蛙未着 の場合 .発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡
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